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平成１７年第２回大仙市議会定例会会議録第１号

平成１７年８月２２日（月曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成１７年８月２２日（月曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１２日間）

第 ３ 議長報告 （例月出納検査結果・株式会社ＴＭＯ大曲第１期（平成１６年

度）決算・株式会社神岡ふるさと振興公社第９期（平成１６

年度）決算・物産中仙株式会社第１５期（平成１６年度）決

算・株式会社ＴＭＯ大曲第２期（平成１７年度）事業計画・

株式会社神岡ふるさと振興公社第１０期（平成１７年度）事

業計画・物産中仙株式会社第１６期（平成１７年度）事業計

画）

第 ４ 報告第 ３０号 専決処分報告について（平成１７年度大仙市一般会計補正予

算（第２号）） （説 明）

第 ５ 議案第 ９８号 大曲仙北広域市町村圏組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更について

（説 明）

第 ６ 議案第 ９９号 大仙美郷環境事業組合規約の一部変更について （説 明）

第 ７ 議案第１００号 財産の取得について （説 明）

第 ８ 議案第１０１号 損害賠償の額を定めることについて （説 明）

第 ９ 議案第１０２号 字の区域の変更について （説 明）

第１０ 議案第１０３号 字の区域の変更について （説 明）

第１１ 議案第１０４号 市道路線の認定及び変更について （説 明）

第１２ 議案第１０５号 平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入額の変

更について （説 明）

第１３ 議案第１０６号 平成１７年度大仙市一般会計補正予算（第３号）（説 明）
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第１４ 議案第１０７号 平成１７年度大仙市一般会計補正予算（第４号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１５ 議案第１０８号 平成１７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

第１６ 議案第１０９号 平成１７年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第１７ 議案第１１０号 平成１７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

第１８ 議案第１１１号 平成１７年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第１９ 議案第１１２号 平成１７年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第２０ 議案第１１３号 平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第２１ 議案第１１４号 平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号） （説 明）

第２２ 議案第１１５号 平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正

予算（第１号） （説 明）

第２３ 議案第１１６号 平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） （説 明）

第２４ 議案第１１７号 平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別

会計補正予算（第１号） （説 明）

第２５ 議案第１１８号 平成１６年度大曲市一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第２６ 議案第１１９号 平成１６年度神岡町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第２７ 議案第１２０号 平成１６年度西仙北町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認

定について （説 明）

第２８ 議案第１２１号 平成１６年度中仙町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）
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第２９ 議案第１２２号 平成１６年度協和町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第３０ 議案第１２３号 平成１６年度南外村一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第３１ 議案第１２４号 平成１６年度仙北町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第３２ 議案第１２５号 平成１６年度太田町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第３３ 議案第１２６号 平成１６年度仙北西部老人保健施設一部事務組合一般会計歳

入歳出決算の認定について （説 明）

第３４ 議案第１２７号 平成１６年度仙北西部特別養護老人ホーム一部事務組合一般

会計・特別会計歳入歳出決算の認定について （説 明）

第３５ 議案第１２８号 平成１６年度市立大曲病院事業会計決算の認定について

（説 明）

第３６ 議案第１２９号 平成１６年度大曲市水道事業会計決算の認定について

（説 明）

第３７ 議案第１３０号 平成１６年度大仙市一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について （説 明）

第３８ 決算特別委員会の設置について

第３９ 議案第１３１号 平成１６年度市立大曲病院事業会計決算の認定について

（説 明）

第４０ 議案第１３２号 平成１６年度大仙市上水道事業会計決算の認定について

（説 明）

出席議員（１２０人）

１番 藤 田 和 久 ２番 佐 藤 文 子 ３番 小 山 誠 治

４番 高 松 昭 一 ５番 田 中 孝 悦 ６番 今 野 鴻 業

７番 佐々木 昌 志 ８番 佐 藤 耕 悦 ９番 安 部 寛 治

１０番 小 松 一 義 １１番 渡 邊 秀 俊 １２番 進 藤 聆 爾

１３番 川 原 誠 徳 １４番 佐々木 金 治 １５番 佐 藤 勝 美
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１６番 髙 橋 照 雄 １７番 菊 地 喜代司 １９番 杉 澤 千惠子

２０番 仲 村 力 夫 ２１番 北 村 稔 ２２番 児 玉 裕 一

２３番 鈴 木 三 男 ２４番 竹 原 弘 治 ２５番 伊 藤 晴 敏

２６番 加 藤 博 康 ２７番 千 葉 次 郎 ２８番 三 浦 一 夫

３１番 佐々木 秀 治 ３２番 高 橋 恵五郎 ３３番 伊 藤 長 一

３５番 佐々木 清二郎 ３７番 菊 地 幸 悦 ３８番 齊 藤 正 俊

３９番 佐 藤 孝 次 ４０番 山 崎 栄 一 ４２番 大 野 忠 夫

４３番 伊 藤 晴 通 ４４番 田 村 一 郎 ４５番 千 葉 友 悦

４６番 千 葉 健 ４７番 豊 嶋 明 ４８番 小笠原 悌二郎

４９番 大 野 清 昭 ５０番 佐 藤 隆 盛 ５１番 髙 橋 清之助

５２番 鈴 木 長 生 ５４番 佐々木 恒 男 ５５番 大 坂 義 徳

５６番 熊 澤 龍 雄 ５７番 藤 嶋 次 男 ５８番 能 味 一埁

５９番 武 藤 清 ６０番 田 中 喜一郎 ６１番 鎌 田 正

６２番 三 浦 泰 治 ６３番 高 橋 篤 朗 ６４番 鈴 木 静 男

６６番 進 藤 文五郎 ６７番 土 井 文 夫 ６９番 福 原 信 男

７１番 亀 井 義 信 ７２番 佐 藤 泰 久 ７３番 藤 谷 一 誠

７４番 大 坂 猛 夫 ７５番 鈴 木 勝 博 ７６番 高 橋 敏 英

７７番 畦 田 健 ７８番 佐々木 十三夫 ７９番 小 松 栄 治

８０番 佐々木 與 一 ８１番 戸 堀 實 ８２番 冨 岡 弘

８３番 今 野 智 ８５番 小 西 郁 雄 ８６番 鈴 木 誠 一

８７番 小 松 悦 歩 ８８番 本 多 良 典 ８９番 伊 藤 清

９０番 佐 藤 芳 雄 ９１番 高 橋 孝 夫 ９２番 鈴 木 孝 篤

９３番 加 藤 勲 ９４番 今 野 篤 ９５番 佐 藤 一

９６番 後 藤 昌 伸 ９７番 大 橋 秀 ９８番 藤 田 君 雄

９９番 小 山 緑 郎 １００番 橋 本 五 郎 １０１番 茂 木 隆

１０２番 大 山 茂 １０３番 大 山 利 吉 １０４番 出 原 武 郎

１０５番 門 脇 茂 雄 １０６番 佐々木 圭 一 １０７番 佐 藤 清 吉

１０８番 佐々木 忠 雄 １０９番 小山田 ト シ １１１番 信 田 勇 一

１１３番 加 藤 孝 悦 １１４番 高 橋 一 志 １１５番 原 則 雄

１１６番 長 澤 春 男 １１７番 高 橋 幸 晴 １１８番 菅原 長左衛門
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１２０番 木 元 正一郎 １２２番 斉 藤 博 幸 １２３番 鈴 木 辰 美

１２４番 大 河 昇 １２５番 松 本 博 １２６番 鈴 木 馨

１２７番 鈴 木 隆太郎 １２８番 岡 田 博 介 １３０番 髙 貝 昌 伸

１３１番 長 沢 典 雄 １３２番 斎 藤 幸 巳 １３３番 小 栁 悦 朗

１３４番 門 脇 一 男 １３５番 高 橋 長一郎 １３６番 佐々木 洋 一

欠席議員（４人）

３４番 伊 藤 祐 耕 ６８番 川 原 忠 夫 ７０番 伊 藤 克 輝

１２１番 草 忠 誠彅

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 教 育 長 笹 元 嘉 辰

代 表 監 査 委 員 田 牧 貞 夫 総 務 部 長 久 米 正 雄

企 画 部 長 佐々木 正 広 市 民 生 活 部 長 高 橋 源 一

健 康 福 祉 部 長 根 本 正 進 農 林 商 工 部 長 金 正 行

建 設 部 長 鎌 田 栄 治 病 院 事 務 長 高 橋 大 樹

水 道 局 長 田 口 良 邦 国体準備事務局長 中 嶋 喜代博

教 育 次 長 相 馬 義 雄 教 育 次 長 毛 利 博 信

大曲総合支所長 川 越 貞 友 神岡総合支所長 鈴 木 三 郎

西仙北総合支所長 佐 藤 主 憲 中仙総合支所長 大 野 繁

協和総合支所長 武 藤 芳 和 南外総合支所長 佐々木 宏

仙北総合支所長 藤 肥 康 弘 太田総合支所長 鈴 木 龍 一

総務部庶務課長 元 吉 峯 夫 総務部財政課長 小 林 幸 悦

小 松 辰 巳企 画 部 総 合 政 策 課 長

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 主 幹 齊 藤 茂

副 参 事 高 橋 薫 副 主 幹 鈴 木 康 悦

副 主 幹 伊 藤 雅 裕 副 主 幹 加 藤 博 勝

主 席 主 査 佐々木 孝 雄 主 査 佐 藤 マ キ
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主 任 高 橋 正 人 主 事 菅 原 直 久

午前１０時００分 開 会

○議長（加藤 勲君） おはようございます。

これより平成１７年第２回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集の挨拶があります。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 おはようございます。

本日、平成１７年第２回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集いただきまして誠にありがとうございます。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、専決処分報告１件、単行案８件、補

正予算１２件、決算１５件の合計３６件のほか、人権擁護委員の候補者の推薦に係る人

事案件について、準備が整い次第、追加提案する予定であります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

なお、この場をお借りいたしまして、本年度の各部局毎の主要事業の進捗状況並びに

諸般の状況をご報告させていただきます。

始めに総務部関係について申し上げます。

現在作業を進めております行政改革大綱の策定につきましては、市民の意見を取り入

れるためワークショップヘの参加を一般公募いたしましたところ、１１名の参加申し込

みがあり、８月２０日に第１回目の作業を始めたところであります。

今後、１０月まで４回の会議を開催し、行政改革に関するご提案をいただく予定であ

ります。

職員採用試験につきましては、一般事務及び建築・土木合わせて２０名の採用予定に

対し、１８７名の申し込みがあり、第１次試験を９月４日、実施することとしておりま

す。

次に企画部関係についてであります。

大仙市のマスタープランとなります総合計画につきましては、年度内の策定を目指し

作業を進めておりますが、より市民の意見を計画に反映させるためワークショップの開

催や専門委員の委嘱等を予定しており、今次定例会に関係予算の補正をお願いしており

ます。

真木ダム問題につきましては、県と大仙市による「真木ダム代替案検討プロジェクト
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チーム」の第１回目の会議が７月６日に開催されました。

会議では、治水対策、水道水源の確保、維持水量の３つの検討班を組織し作業を進め

ることとし、各班毎の検討会が実施されております。

なお、県より１１月下旬をめどに代替案の素案をまとめ、住民説明会を経て来年１月

には代替案を取りまとめるスケジュール案が示されております。

仙北組合総合病院の改築につきましては、早期改築推進会議の会員が市町村合併に伴

い激減することから、福祉団体や商工団体、女性団体等民間団体への加入を促し、官民

一体となった運動に転換してまいりたいと考えており、現在作業を進めております。

なお、本年度の仙北組合総合病院早期改築推進会議の総会につきましては、９月９日

の開催を予定しております。

地域協議会につきましては、７月２１日の仙北地域を皮切りに、８月５日の大曲地域

まで８地域で第１回目の会議を順次開催いたしました。

会議では委員への委嘱状交付、会長・副会長の選任の後、「地域協議会の役割」や

「大仙市総合計画の策定」、「地域自治区に係る主要事業」等について説明しご意見を

伺っております。

今後は、各総合支所が中心となり、地域に係る課題を取り上げながら、「地域の声」

が市長に届く仕組みが出来るよう、活発な会議の開催をお願いしたところであります。

男女共同参画事業につきましては、大曲地域の農業者を対象とした講演会を７月２９

日に、また、第１回男女共同参画審議会を８月４日に開催するとともに、１２月を目途

に基本計画及び行動計画を合わせた「大仙市男女共同参画プラン」策定の作業を進めて

おります。

第６２回国民体育大会秋田わか杉国体につきましては、６月３０日に、市及び市議会、

体育協会、実施競技団体並びに各種市民団体で構成する大仙市実行委員会が設立され、

具体的な準備作業に入ったところであります。

国体啓発のための看板・のぼり旗の設置、国体だより第１号の全戸配布や、国体への

市民参加を推進するため、市としての「オリジナルキャッチコピー募集」や「スポーツ

イベントボランティア募集」を行っております。併せて、９月３日・４日、本県で開催

されます「第３２回東北総合体育大会」の軟式野球やなぎなた競技を国体本番のリハー

サル大会と位置づけ、その準備を進めております。

また、美郷町が主会場となります自転車競技（ロードレース）につきましても、美郷
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町との連携を図るべく協議を進めております。

次に市民生活部関係についてであります。

８月１６日、午前１１時４６分に発生した、宮城県沖を震源とする地震への対応につ

きましては、発生後直ちに「災害警戒対策室」を設置し、各総合支所に対して被害確認

と状況調査を指示するとともに情報収集を行いました。

また、広域消防本部、大仙警察署においても災害対策体制をとり、互いに連絡を取り

ながら被害確認をいたしましたが、幸いにも被害は街路灯の軽微な破損が１件だけであ

り、怪我人など人的被害はありませんでした。

合併後初めての災害対応でありましたが、災害対策マニュアル（災害対策本部規定

等）が機能していることが確認されました。

消防につきましては、７月８日、秋田県消防協会主催の「秋田県消防大会」が大曲市

民会館で開催され、７月２４日には、秋田県消防協会大仙市仙北郡支部消防訓練大会が

雄物川河川敷で開催されております。

消防施設の整備につきましては、中仙地域及び南外地域の防火水槽の整備を進めてお

り、残る大曲、西仙北、協和、仙北地域につきましても随時発注する予定であります。

また、小型動力ポンプ付き積載車について、仙北地域の４台及び協和地域の１台を発

注済みであり、既存の設備と合わせて消防力の強化、整備充実に努めております。

防災につきましては、神奈川県座間市との「災害時における相互応援に関する協定」

を去る７月４日、市議会議長、広域消防長、市消防団長等の立ち会いのもと、座間市役

所において本調印を行いました。その際、座間市長より「給水車」の寄贈申し入れがあ

り、７月１８日の新市誕生記念式典終了後に給水車贈呈式を行い、８月２日に関係職員

が災害時の応援物資輸送ルートの確認を兼ねて、座間市に出向いて受け取ってきており

ます。

青少年健全育成につきましては、「青少年育成大仙市民会議」の年度内設立に向けて

準備委員会を設け、活動内容、運営形態などについて協議を重ねております。

国民健康保険事業につきましては、１０月１日からの被保険者証のカード化に向けて

準備を進めております。

国民健康保険者証は、現在、原則１世帯に１枚とされておりますが、カード化により

個人毎に１枚の交付となり利便性が向上することとなります。

なお、旧８市町村を合計しました平成１６年度国民健康保険事業収支決算見込みは、
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５億６７万３千円の黒字でありますが、前年度繰越金７億６，７４４万２千円、財政調

整基金繰入額２億９，４２０万１千円を差し引きしますと、実質単年度収支では５億

６，０９７万円の赤字決算となる見込みであります。

アスベスト問題につきましては、学校施設、公共施設等の調査を担当部署に指示した

ところであり、調査がまとまり次第公表いたしたいと存じます。

また、大曲仙北広域市町村圏組合及び大仙美郷環境事業組合に対しても管理者として

調査を指示しております。

市立大曲病院事業につきましては、本年の４月から７月までの入院患者数は、一般精

神病棟が延べ８，２１４名で病床利用率は９６．２％、痴呆病棟が延べ５，２４０名で

病床利用率は８５．９％となっており、入院全体では延べ１３，４５４名、病床利用率

は９１．９％で、前年度同期と比較して入院延べ患者数で２８１名の減、病床利用率で

は２．０ポイントの減となっております。

また、外来患者数は延べ４，２０９名で、前年同期と比較して２１３名の増であり、

診療日１日当たりでは５２．０名で、３．３名の増となっております。

大仙美郷環境事業組合の事業であります一般廃棄物最終処分場建設につきましては、

予定地について去る７月１１日に地権者と仮契約を結び、７月１３日の組合議会におい

て議決、７月１４日に登記が終了し、現在、基本設計に着手しているところであります。

また、し尿処理場の整備工事につきましても、実施設計がほぼ終了し、平成１９年３

月２６日の竣工を目指し、８月１８日から工事に取りかかっております。

次に、健康福祉部関係についてであります。

合併に伴う各福祉団体の統合再編につきましては、７月１日に「大仙市身体障害者福

祉協会」、８月１日に「大仙市母子寡婦福祉連合会」、８月５日には「大仙市手をつな

ぐ育成会」がそれぞれ設立され活動を開始しております。

なお、「大仙市老人クラブ連合会」につきましては、１０月１日設立の予定でありま

す。

敬老会につきましては、昨年度までと同様に８地域２６地区において、９月３日から

９月２２日にかけて実施いたします。

特別養護老人ホームにつきましては、西仙北地域に杜会福祉法人柏仁会「ありすの

街」と社会福祉法人ウォームハートの２つの施設が、いずれも８月１日に開設しており

ます。入所定員は２施設ともに３０名で、それぞれ居住環堵に配慮されたユニット型個
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室を採用しているほか、短期入所やデイサービス事業を展開する機能を有しており、こ

れにより入所待機者の緩和が図られるとともに、生活介護、通所介護など地域の介護需

要にも応えてくれるものと期待しております。

保育園建設事業につきましては、平成１６年度からの２カ年事業として建設を進めて

まいりました３つの保育園の本体工事が６月に完成し、仙北南保育園、協和保育園は７

月から、中仙西保育園は８月から、それぞれ新園舎で保育を開始しております。

すこやか子育て支援事業につきましては、県では事業の見直しを行い、８月１日から

施行されており、市でも規則等を同様の内容に改正し実施しております。

新制度は、新たに一定の所得制限を設けましたが、平成１７年４月２日以降生まれの

１歳から６歳までの幼児に対し保育料の半額を助成する等、助成対象者を大幅に拡大す

る内容となっております。

保健事業につきましては、一部地域で実施していた前立腺がん検診、成人歯周疾患検

診及び乳幼児健診の１０カ月健診を本年度から全市に拡大し実施しております。

母子保健につきましては、本年度から妊婦一般健康診査を６回増やし１３回を公費負

担とし、全期間の定期妊婦健診を無料で実施しているほか、パパママ教室の拡充など安

心して妊娠、出産できるための環境づくりに努めております。

なお、日本脳炎ワクチン接種につぎましては、５月３０日付け厚生労働省の通知によ

り、医師会の指導のもと、当分の間予防接種を差し控えることとしております。

また、６５歳以上の高齢者インフルエンザ予防接種につきましては、接種希望者も多

く効果が高いことから、１０月１５日から医療機関で個別に接種していただき、１人１

回２千円を補助することとしております。

次に農林商工部関係についてであります。

稲作につきましては、６月までの気温は平年を上回っておりましたが、７月は平年を

下回る日が続き、特に７月２１日には秋田気象台から「低温に関する気象情報第１号」

が発表されております。その後、７月末から一転して好天に恵まれたことから、平年並

みの８月３日に出穂期を迎え、順調に生育しているところであります。

青果物や花きにつきましては、順調に出荷され、価格についても盆需要もあり高値に

推移しておりますが、高温障害により葉物やトルコギキョウ等の洋花に一部品質低下も

見られます。

なお、秋田県が推奨しております「りんどう」につきましては、転作田を利用し徐々
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に作付が増加し、大仙市内では、本年度４７ａ、平成１８年度は１０９ａの面積が確保

されております。価格面についても高値で取り引きされており、今後とも期待される作

物であります。

畜産につきましては、６月２９日に「第１回大仙市畜産共進会」が大仙市営笹倉放牧

場で開催されました。肉用牛８０頭、乳用牛６頭が出陳され、多数の畜産関係者が見守

る中、審査が行われ、無事終了いたしました。

６月２７日から２８日の梅雨前線豪雨による災害関係につきましては、西仙北地域で

１０カ所の農業施設被害が、協和地域では１カ所、南外地域では３カ所の林道施設被害

が発生し、そのうち、農業施設被害の２カ所及び林道施設被害の３カ所が公共災として

認定されております。

農業集落排水事業につきましては、本年度実施の８地区のうち７地区で発注済であり、

残りの１地区についても早急に発注する予定であります。

雇用対策につきましては、職場研修事業を大曲雇用開発協会とともに、７月２７日か

ら８月３日までの８日間にわたり、２０社２２事業所のご協力を得て実施し、１６１名

の高校生の参加を得ております。

商工業振興につきましては、合併後の制度周知の必要から、先の広報に補助制度を掲

載し、商店街や新規開店者、地域商店に対する支援制度の積極的な活用を呼びかけてお

ります。

中心市街地活性化対策につきましては、株式会社ＴＭＯ大曲が、全国花火競技大会の

開催にあわせ、丸子橋周辺において合併記念の大仙物産市の開催を予定しております。

企業誘致対策につきましては、大曲地域において昨年１社の企業進出受入が決定して

おり、操業開始が１０月に予定されておりますので、適用要件を確認し、空き工場等再

利用助成金などの優遇制度を適用してまいります。

また、市内の工場団地の分譲につきましては、東京都において開催されました「秋田

県・県内市町村と首都圏企業との懇談会」に参加しＰＲ活動を行ってまいりました。今

後も秋田県企業誘致推進協議会の活動に積極的に参加し、工場団地の分譲促進を図って

まいります。

全国花火競技大会につきましては、８月２７日に国土交通省や秋田県警、県地域振興

局、ＪＲ、道路公団、羽後交通、広域消防などの協力のもとで開催予定となっておりま

すが、総合支所職員を動員し、新体制で交通渋滞緩和、駐車場対策に取り組んでいると



- 12 -

ころであります。

８月６日・７日に行われた「夏まつり大曲」、８月１５日に行われた「彩夏せんぼ

く」及び「ふるさと西仙祭り」、８月１６日に行われた「中仙ドンパン祭り」等の夏ま

つりには、多くの市民の参加をいただき、盛会裏に終了することができました。地域の

特色のある行事、イベントにつきましては、今後とも大切にしていかなければならない

ものと考えております。

次に建設交通部関係についてであります。

大曲駅と国道１３号大曲バイパスを直結する都市計画道路「駅東線」街路整備事業に

つきましては、本年度取得予定面積の２４％、建物移転補償１戸について契約が完了し

ております。道路築造工事については、９月上旬の発注に向け準備を進めております。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業、都市計画道路「駅東線」と関連し整備を進めて

おります都市計画道路「花園線」と市道「駅裏７号線」の道路築造工事につきましては、

９月上旬の発注に向け準備を進めております。

なお、大曲駅利用者のサービス向上を図るため、大曲駅東口広場への歩行者用シェル

ター施設を設置いたしたく、今次定例会に予算の補正をお願いしております。

神岡・中仙・協和地域で実施しております、まちづくり交付金事業につきましては、

各地域で計画されている施設について、事業の位置づけ、利用予測、運用形態、地域バ

ランス、維持管理などの面から検討を重ね、見直しについて方向づけをしたところであ

ります。

今後、具体的な計画の変更に向け、国などと調整を図ってまいりたいと考えておりま

す。

なお、計画の再検討を要するため当初予算計上を見送っておりました神岡地域におけ

る中央公園内の屋内多目的施設の建設、協和地域における協和市民体育館の建設などに

つきまして、今次定例会に予算の補正をお願いしております。

都市公園事業につきましては、協和地域のカントリーパーク整備事業の東屋などの建

築工事について８月下旬の発注を、グラウンドゴルフ場用地の取得につきましては、今

秋の契約締結に向け作業を進めております。

また、仙北地域の仙北ふれあい公園整備事業につきましては、体育館建設用地の取得

について、今秋の契約締結に向け交渉を進めております。

なお、仙北球場が平成１９年秋田わか杉国体の軟式野球会場とされていることから、
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隣接する駐車場の整備について、今次定例会に予算の補正をお願いしております。

道路整備につきましては、各総合支所毎に主な事業を申し上げますと、大曲地域の市

単独事業の市道改良・舗装、側溝改良合わせて４３路線につきましては、７月末現在の

発注済が８路線で、発注率１３％となっており、未発注分３５路線については測量調査

設計等の発注準備を進めております。

神岡地域の市道蒲家下１号線道路改良工事につきましては、６月中旬に発注を終え、

７月末現在において約６０％の進捗率となっております。また、舗装工事につきまして

は、改良工事の完了後に発注予定であります。

西仙北地域の市道黒森山線道路改良工事第１工区については、７月中旬に発注済であ

り、また、第２工区については９月中旬の発注を目途に準備を進めております。市道杉

沢２号線舗装工事については７月下旬に発注を終え、７月末現在で約９０％の進捗率と

なっております。また、市道北野目戸川１号線道路改良工事及び市道杉山田江原田乙越

線道路改良工事については、８月下旬の発注予定となっております。

中仙地域の市道石持板屋線改良舗装工事及び中仙４号線測量調査業務については、８

月上旬に発注済で、１０％の進捗率となっております。また、市道１７号線調査測量業

務を発注済であり、市道鳥越線道路改良工事は、早期発注に向け準備を進めているとこ

ろであります。

協和地域の市単独事業市道改良、舗装工事併せて１０路線については、７月末現在の

発注済路線は３路線で、発注率は約１９％となっております。残り７路線につきまして

は、９月下旬発注を目途に準備を進めております。

南外地域の市道南外１号線及び南外１９号線道路改良工事については、測量調査設計

業務を７月下旬に発注済であり、工事については９月下旬発注を目途に準備作業を進め

ております。

仙北地域の市道仙北４５号線道路改良工事については、測量調査設計業務を発注済で

あり、橋梁工事を９月上旬に、道路改良工事は９月下旬の発注を目途に準備作業を進め

ております。

太田地域の市道横沢バチ沢線災害防除工事については、測量調査設計業務を発注済で、

８月下旬に工事を発注する予定であります。

公共下水道事業につきましては、本年度計画延長１０．４ｋｍのうち９．８ｋｍを発

注済であり、施工地域は大曲・神岡・西仙北・中仙の４地域であります。
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南外処理区につきましては、平成２１年度の一部供用開始を目指し、管渠実施設計業

務等を発注済であります。

なお、平成１６年度末の公共下水道事業の整備済面積は１，０３２ｈａで整備率

４５．９％、汚水管渠は延長１７９ｋｍ、普及率は２６．７％であり、水洗化戸数は

５，９５４戸、水洗化率は６３．５％となっております。引き続き説明会や家庭訪問を

通じ加入促進に努めてまいります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業の建物移転補償につきましては、本年度移転対象

物件５１戸中１４戸、借家人補償は３５店舗中１６店舗の権利者との契約済であり、残

りの権利者とは引き続き交渉中であります。

工事関係につきましては、建物移転の交渉が整い次第、８月下旬から順次水路工事や

整地工事、区画道路工事に着手してまいります。

また、住宅市街地総合整備事業につきましては、都市再生住宅に子育て支援及び高齢

者生活相談所の機能を合築するために、整備計画の変更を国土交通省に提出しておりま

す。

次に、国、県関係工事についてであります。

国道１３号大曲バイパス４車線化事業につきましては、東川地内より和合地内の大曲

西道路との接続点までの舗装工事を実施しており、花館地内改良工事については６月下

旬に発注、花館高架橋下部工工事については９月発注に向け準備を進めて早期完成に向

け順調に推移していると伺っております。

また、国道１３号神宮寺バイパス事業の大浦地内及び大坪地内の道路改良工事につい

ては発注を終え、水尺橋架け替え工事に伴う土買川左岸取付道路工事については９月発

注予定と伺っております。

大曲西道路事業の和合工区、伊岡明通工区は舗装工事まで、飯田工区は下層路盤まで

の発注内容となっており、１８年度中の供用開始に向け順調に推移していると伺ってお

ります。

また、国道１０５号県単道路改築工事については、四ツ屋地内農業試験場前からＪＡ

四ツ屋出張所交差点間の改築工事を発注済で、早期完成に向け施工中と伺っております。

次に水道局関係についてであります。

平成５年度から継続事業として実施しております老朽管更新工事につきましては、花

館地区萩台、唐関、西台、下大戸、上大戸下川原地内、合わせて１，９７９ｍを５月上
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旬に発注済であり、今年度で事業完了の予定であります。

配水管拡張工事につきましては、上水道加入の要望がありました花館中野地内、福田

町地内延長２，１１７ｍと、継続事業の成沢地内、川目地内延長４３７ｍについて、そ

れぞれ７月中旬に発注済であります。

浄水場等施設整備につきましては、渇水期の水道水の安定供給を図るため、宇津台浄

水場に容量３，０００㎥のステンレス製配水池の新設工事を７月下旬に発注済でありま

す。

南外地域の簡易水道事業につきましては、釜坂、荒又地内の配水管布設工事と増圧

ポンプ場の建設工事を８月１９日に発注済であり、滝、中野地内の配水管布設工事、桑

台、外山の増圧ポンプ場建設工事も９月中旬に発注を予定しており、５カ年計画で進め

てまいりました事業も本年度で完了の予定であります。

次に、教育委員会関係についてであります。

教職員への公用パソコンの配備につきましては、９月末日まで設置するよう作業を進

めております。

児童生徒の国際交流につきましては、大仙市内中学生２１名が夏休みを利用して、オー

ストラリアで農場体験やホームステイなど貴重な体験をし、８月４日に全員無事帰国し

ております。

また、大仙市に新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）３名と国際交流員（ＣＩＲ）１名が

前任者と交替し着任しております。

生涯学習推進につきましては、「大仙市生涯学習推進計画」策定に向けての市民意向

調査を実施する予定であります。

社会教育施設の整備につきましては、鶯野分館建設工事、小杉山地区生涯学習セン

ター改築工事を今月中に発注する予定であります。

成人式につきましては、対象者を満２０歳を超えた方に統一した関係で、本年度は神

岡、南外、太田の３地域のみの開催となりましたが、８月１５日に参加者の自主的な運

営により実施されております。

スポーツ関係につきましては、「第１４回魁星旗争奪全県５５０歳野球大会」が８月

６日から南外地域の４球場で開催され、全県から選抜された２４チームによる熱戦が繰

り広げられました。

７月２日・３日には太田奥羽グラウンド・ゴルフ場において「第１７回東北ブロック
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グラウンド・ゴルフ大会」が開催され、約１，１００名の参加者が日頃の練習の成果を

発揮しております。

８月１４日には、太田球場で大仙市誕生記念として「イースタンリーグ公式戦」が行

われました。

また、市立中仙中学校女子バスケットボール部が「第３５回東北中学校バスケット

ボール大会」で見事準優勝を成し遂げ、全国大会に出場することになりました。健闘を

期待しているところであります。

最後に、財政状況につきまして申し上げます。

大仙市として初めての決算であります平成１６年度決算は、旧８市町村がこれまで経

験したことがないほど悪い財政状況であると認識しております。

経常収支比率は９８．４％であり、財政の弾力性がほとんど失われ、財政が硬直化し

ております。経常収支比率は、地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する比率として

使われるもので、人件費、扶助費、公債費等の義務的性格の経常経費に、市税、地方交

付税、地方譲与税を中心とする経常的な収入たる一般財源がどの程度充当されているか

をみるもので、一般的には、都市部においては７５％程度が妥当とされており、

９８．４％は異常に高い数値であります。これは、逆に言いますと、自由に使える財源

が経常的な収入額全体の１．６％、平成１６年度決算では僅か４億７，６６２万１千円

しか無く、大変異常な事態であり、これを解消することが喫緊の課題であります。

このため、平成１８年度以降の財政運営において、歳出全般について抜本的な削減に

積極的に取り組んでまいらなければならないと考えております。

人件費につきましては、退職者数に対する採用者数を抑制し職員の削減を行い、適正

とされる類似団体の職員数に近づけてまいります。また、事務事業や組織の整理、合理

化といった見直しによる縮減は申すまでもなく、社会福祉施設等の法人化への移行や指

定管理者制度等を活用した業務の民間委託等につきましては、出来るものから早期に実

施してまいりたいと存じます。

各種補助負担金につきましても大仙市として統一した考えのもと、来年度予算では見

直しを図る必要があります。

一般会計、特別会計及び企業会計の市債残高見込みは、平成１６年度末で１，０３５

億６，２０１万３千円となっております。今年度中の起債の増減は、起債額が１１２億

４，５００万円、償還額が７３億４，９２６万円と見込んでおり、平成１７年度末では、
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平成１６年度末に対し３８億９，５７４万円増の１，０７４億５，７７５万３千円と見

込まれております。

市債残高の増加は、将来の公債費の負担増につながります。今年度の市債の償還額は、

約７３億５，０００万円でありますが、この額は大仙市の市税全体の収入額とほぼ同額

であり、これ以上の市債の借入れは、今後の償還において、その財源調達がかなり難し

いものとなりますので、今後は慎重な対応が必要となります。

今後の財政見通しにつきましては、大仙市はもともと財政基盤が脆弱な市町村が合併

したものであり、財政運営は交付税等の依存財源に頼っております。国の三位一体改革

では、国庫補助負担金の削減と税源移譲及び地方交付税制度の見直しが掲げられており、

制度の過渡期におきましては、市の財政にかなりの影響があると思いますので、歳出構

造の抜本的な改革を行い、賛肉を切り捨てスリム化を図る必要があると考えております。

しかしながら、所信表明でも申し上げましたが、地域の特色、独自性を生かしながら

も、新市の一体感を確保し、さらには将来において大仙市が夢のある田園交流都市であ

るためには、限られた財源を有効的に活用し、合併協議で作成いたしました「大仙市ま

ちづくり計画」に掲載されました事務事業の必要性や優先順位、規模等を精査し、大仙

市としての総合計画及び実施計画を早期に作成し、議会及び市民の皆様にお示しいたし

たいと考えております。

厳しい財政見通しでありますが、議会議員各位並びに市民の皆様のご理解、ご支援を

賜りますようお願い申し上げまして、招集の挨拶並びに諸般の報告とさせていただきま

す。

ありがとうございます。

午前１０時４３分 開 議

○議長（加藤 勲君） これより本日の会議を開きます。

欠席の届け出は、３４番伊藤祐耕君、７０番伊藤克輝君、１２１番草 忠誠君であり彅

ます。

○議長（加藤 勲君） 本日の議事は、日程第１号をもって進めます。

○議長（加藤 勲君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
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会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において１０番小松一義君、

１１番渡邊秀俊君、１２番進藤聆爾君を指名いたします。

○議長（加藤 勲君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月２日までの１２日間といたし

たいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１２日間と決定いたしま

した。

○議長（加藤 勲君） 日程第３、諸般の報告をいたします。

例月出納検査結果が市代表監査委員から、株式会社ＴＭＯ大曲第１期（平成１６年

度）決算報告書及び第２期（平成１７年度）事業計画書、株式会社神岡ふるさと振興公

社第９期（平成１６年度）決算書及び第１０期（平成１７年度）事業計画書、物産中仙

株式会社第１５期（平成１６年度）決算報告書及び第１６期（平成１７年度）事業計画

書が市長から、それぞれ提出されましたので、これを別冊お手元に配布のとおり報告い

たします。

○議長（加藤 勲君） 日程第４、報告第３０号、専決処分報告について（平成１７年度

大仙市一般会計補正予算（第２号））を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 報告第３０号、平成１７年度大仙市一般会計補正予

算（第２号）の専決処分報告につきまして、ご説明を申し上げます。

今回の補正予算は、大曲庁舎の空調設備改修工事費に伴う補正であり、歳入歳出予算

の総額に、歳入歳出それぞれ５，５００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を４５８億

５，０５０万３千円としたものであります。

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、平成１７年７月２５日付けで専決処分

を行ったものであり、同条第３項の規定により議会に報告し、ご承認をお願いするもの

であります。

それでは、補正予算の概要についてご説明申し上げます。
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歳入１９款繰越金は、前年度繰越金として１，４００万円の補正であります。

２１款市債は、庁舎整備事業債として４，１００万円の補正であります。

歳出２款総務費は、庁舎管理費に大曲庁舎空調設備改修工事費として５，５００万円

の補正であります。

以上、一般会計の補正予算の専決処分報告につきましてご説明申し上げましたが、よ

ろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第５号、議案第９８号及び日程第６、議案第９９号の

２件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 はじめに、議案第９８号、大曲仙北広域市町村圏組

合を組織する地方公共団体の数の減少及び大曲仙北広域市町村圏組合規約の一部変更に

ついて、ご説明申し上げます。

１７ページでございます。議案書の。

本案は、本年９月２０日から角館町、田沢湖町及び西木村が合併し、仙北市が設置さ

れることに伴い、同組合を組織する地方公共団体の数の減少と同組合規約を一部変更す

る必要が生じたことから、市町村の合併の特例に関する法律第９条の２第１項の規定に

基づく協議について、同条第２項において準用する、地方自治法第２９０条の規定によ

る議会の議決を経ようとするものであります。

規約の一部変更の主な内容でありますが、組合構成団体に村がなくなることから、規

約中の「市町村」の文言を「市町」に、また合併する２町１村を仙北市に改めるととも

に、組合議会議員の定数を従来の１９人から１６人とし、その構成を議会議長３人、大

仙市議会議員７人、仙北市議会議員３人、美郷町議会議員３人とする変更のほか、当市

が収入役を置かず、収入役の事務を兼掌する助役を置くこととしたことに伴う所要の変

更を行うものであります。

次に、議案第９９号、大仙美郷環境事業組合規約の一部変更につきましては、当市が

収入役を置かず、助役の定数を２人として、市長が指定する助役に収入役の事務を兼掌

させることとしたことに伴い、同組合規約を一部変更する必要が生じたことから、地方

自治法第２８６条第１項の規定に基づく関係地方公共団体の協議について、同法第

２９０条の規定による議会の議決を経ようとするものであります。
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規約の一部変更の内容でありますが、助役２人体制となったことに伴い、組合副管理

者に充てる者を「大仙市の助役」から「大仙市長が指定する大仙市の助役」とし、組合

収入役に充てる者を「大仙市の収入役」から「大仙市長が指定する収入役の事務を兼掌

する助役」とするほか、所要の条文の整理を行うものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第７、議案第１００号、財産の取得についてを議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 講案第１００号、財産の取得につきましては、平成

１７・１８年度の２カ年事業で新たに建設を予定している（仮称）大曲南外学校給食

センターに係る用地として、大仙市土地開発公社が取得していた土地を買収するため、

去る８月３日に仮契約を締結の上、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決を得ようとするものであります。

買収する土地でありますが、所在地はお手元に配付させていただきました資料のとお

り 、 大 曲 地 域 の 県 立 農 業 科 学 館 南 側 の 内 小 友 地 内 ４ 筆 と な っ て お り 、 宅 地 が

６，３０７．７１㎡、雑種地が１，８２８㎡の合計８，１３５．７１㎡を１億８２０万

１１３円で取得するものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第８、議案第１０１号、損害賠償の額を定めることに

ついてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第１０１号、損害賠償の額を定めることについ

て、ご説明申し上げます。

本案につきましては、職務中に発生した自動車事故に関し、国家賠償法第１条第１項

の規定による損害賠償を行うため、地方自治法第９６条第１項第１３号の規定に基づき、

当該損害賠償の額を定めることについて、議会の議決をお願いするものであります。
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事故の概要でありますが、去る４月２８日午後４時ごろ、大仙美郷クリーンセンター

において、当市臨時職員が太田国民健康保険診療所から排出された廃棄物の搬入処理を

終え、施設の外に出ようとしたところ、運転していた軽トラックをセンターのプラット

ホーム出口の自動ドアに衝突させ、ステンレス製自動ドア本体とレール部分に損傷を与

えたものであり、大仙美郷環境事業組合に対して、当該自動ドアの交換に要する経費

８１万９千円を賠償しようとするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第９、議案第１０２号から日程第１１、議案第１０４

号までの３件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 はじめに、議案第１０２号の字の区域の変更につい

て、ご説明申し上げます。

本案は、当市太田町横沢地区において、区画整理工８９．５ｈａ、事業費見込み１１

億９，２００万円、対象農家戸数９２戸で平成１１年度から実施されている県営ほ場整

備事業の結果、同地区の字の区域を変更する必要が生じたため、本年８月３日付けで県

知事から依頼がありましたので、議案記載のとおり、地方自治法第２６０条第１項の規

定による議会の議決を得ようとするものであります。

次に、議案第１０３号、字の区域の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、当市四ツ屋東部地区において、区画整理工２５３．５ｈａ、事業費見込み

３１億１，９００万円、対象農家戸数３５４戸で平成１０年度から実施されている県営

ほ場整備事業の結果、同地区の字の区域を変更する必要が生じたため、本年８月４日付

けで県知事から依頼がありましたので、議案記載のとおり、地方自治法第２６０条第１

項の規定による議会の議決を得ようとするものであります。

次に、議案第１０４号、市道路線の認定及び変更について、ご説明申し上げます。

本案は、神岡地域において寄附採納された道路に係る市道認定と南外地域のバイパス

敷設による市道認定及び変更について、道路法第８条第２項及び第１０条第２項の規定

に基づき、議会の議決を経ようとするものであります。

内訳でありますが、認定は、神岡地域における寄附採納によるものが８路線、
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７００．５７ｍ、南外地域のバイパス敷設によるものが１路線、９６６ｍの合計９路線、

１，６６６．５７ｍであり、変更が、南外地域のバイパス敷設に伴う路線の変更１路線、

５６ｍの減となっており、これにより当市の市道路線数は、９路線増の６，３２４路線、

実延長は１，６１０．５７ｍ増の３，１５８，６２６．８６ｍとなるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第１２、議案第１０５号、平成１７年度大仙市公共下水

道事業特別会計への繰入額の変更についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第１０５号、平成１７年度大仙市公共下水道事

業特別会計への繰入額の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、当市公共下水道事業の推進を図るため、本年第１回市議会定例会において一

般会計からの繰入れを７億３，８９３万３千円以内とする旨の議決をいただいたところ

でありますが、仙北地域において下水道新規加入が５件あり、公共桝を設置する必要が

あること、また、他会計への過誤納分精算還付金が発生したことにより、議案記載のと

おり繰入額の上限を４９５万３千円引き上げ、７億４，３８８万６千円以内とするため、

地方財政法第６条の規定に基づき、議会の議決を経ようとするものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第１３、議案第１０６号、平成１７年度大仙市一般会計

補正予算（第３号）についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 平成１７年度大仙市補正予算、予算に関する説明書

をご覧いただきたいと思います。これの１ページ目でございます。

議案第１０６号、平成１７年度大仙市一般会計補正予算（第３号）についてご説明申

し上げます。

今回の補正予算は、除雪対策費、まちづくり交付金事業等の補正が主なものであり、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１４億２，８７１万２千円を追加し、補正後の歳入歳
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出予算総額を４７２億７，９２１万５千円とするものであります。

また、まちづくり交付金事業により実施する「（仮称）大仙市新協和体育館建設事業

費」につきましては継続費の設定を、課税資料管理システム導入事業につきましては債

務負担行為の設定をお願いするものであります。

それでば補正予算の概要について、歳入から順にご説明申し上げます。

１０款地方交付税は、普通交付税に４億８，９１８万３千円の補正であります。

１２款分担金及び負担金は、６月の豪雨災害に伴う農業用施設災害復旧費分担金とし

て、６７万７千円の補正であります。

１４款国庫支出金は、浄化槽設置整備事業費補助金、都市公園整備事業費補助金、ま

ちづくり総合整備事業費補助金、農業用施設災害復旧費補助金など国庫補助金として１

億８，３０８万８千円の補正であります。

１５款県支出金は、２，４７３万１千円の補正であります。

県補助金は、浄化槽設置整備事業費補助金、あなたと地域の農業夢プラン応援事業費

補助金、すこやか子育て支援事業費補助金、林業施設災害復旧事業費補助金など

２，１７５万８千円の補正であります。

県委託金は、農林業費及び土地改良費に係わる換地委託金として、２９７万３千円の

補正であります。

１７款寄附金は、教育費寄附金として５００万円の補正であります。

１８款繰入金は、町内集落会館整備費貸付基金からの繰入金として、７０万円の補正

であります。

１９款繰越金は、前年度繰越金として２億６，５０４万９千円の補正であります。

２０款諸収入は、町内集落会館整備費貸付金元金収入友び神岡下川原地区宅地造成事

業費負担金など、１，５０８万４千円の補正であります。

２１款市債は、まちづくり総合整備事業債、公園施設整備事業債、運動広場整備事業

債など４億４，５２０万円の補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

１款議会費は、議会管理費として、２８万９千円の補正であります。

２款総務費は１億１６１万６千円の補正であります。

主な内容といたしましては、中仙庁舎の冷暖房設備改修工事費など庁舎管理費で

９０８万３千円、総合計画等策定経費で２７９万円、町内集落会館建設費等補助金で
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１００万８千円、他会計貸付返済金精算還付金として８，３０６万５千円を補正するも

のであります。

３款民生費は１，４３０万８千円の補正であります。

主な内容といたしましては、認可保育所管理運営費に６５７万６千円、法人立保育所

の施設修繕工事に伴う法人立保育所補助金に５１３万２千円の補正をするものでありま

す。

４款衛生費は１，８２６万５千円の補正であります。

主な内容といたしましては、浄化槽設置整備事業費補助金に１，４７１万６千円、廃

棄物処理場の維持管理費である廃棄物処理管理経費に４７４万４千円、簡易水道事業補

助金として（西仙北木売沢金山沢簡易水道組合へ）１００万円の補正をするものであり

ます。

６款農林水産業費は、１，４８７万７千円の補正であります。

主な内容といたしましては、農業振興情報センター費に２２２万円、あなたと地域の

農業夢プラン応援事業費で１，２８１万７千円、換地処分等業務費で２９７万３千円、

農業集落排水事業特別会計への繰出金は、１，１５６万２千円の減額補正であります

７款商工費は２，２０９万１千円の補正であります。

主な内容といたしましては、企業誘致対策費に１，３００万円、太田地域の奥羽山荘

の井戸洗浄工事費など奥羽山荘管理費に５００万円を補正をするものであります。

８款土木費は１１億３，１０２万７千円の補正であります。

主な内容といたしましては、大曲地域の道路台帳作成経費に１，０１１万５千円、除

雪対策費では、除雪自動通報システムを導入する経費や市道除雪委託料など４億

８，９１８万３千円、仙北地域の都市計画公園事業費に８，００６万円、大曲地域の都

市計画街路事業費に６，１６６万１千円、神岡、協和、中仙地域のまちづくり交付金事

業費に４億４，８５３万９千円を補正するものであります。

９款消防費は１，６６１万９千円の補正であります。

主な内容といたしましては、大曲仙北広域市町村圏組合負担金に４４３万９千円、消

防施設維持管理費に３５０万６千円、防災計画作成経費など防災対策費で７０万３千円

を補正するものであります。

１０款教育費は８，８２５万円の補正であります。

主な内容といたしましては、学習活動支援事業費に２２０万円、教育文化基金への積
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立金として３４０万円、小学校校舎等維持補修及び施設整備費に４３５万９千円、キッ

ズボランティア活動支援事業費交付金に１６０万円、熱源改修工事費等として中央公民

館管理費に１，９２５万円、西仙北地域のグラウンドゴルフ場整備費としてスポーツ振

興事業費に３，６００万円、スポーツ少年団大会派遣費補助金として保健体育総務費補

助傘に４５０万円を補正するものであります。

１１款災害復旧費は、６月２７日から２８日にかけて発生した梅雨前線に伴う豪雨災

害に伴う補正で、農地災害復旧費及び林業施設災害復旧費、合わせて２，１３７万円を

補正するものであります。

以上、一般会計の補正予算につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の

上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第１４、議案第１０７号、平成１７年度大仙市一般会計

補正予算（第４号）についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案第１０７号、平成１７年度大仙市一般会計補正

予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

この議案につきましては、今日お手元に、机の上に配布しております追加議案の方を

ご覧いただきたいと思います。

今回の補正予算は、平成１７年９月１１日に予定されている衆議院議員総選挙の執行

経費に係わる補正であり、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７，３６２万４千

円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を４７３億５，２８３万９千円とするもので

あります。

それでは、補正予算の概要について、ご説明申し上げます。

歳入１５款県支出金は、衆議院議員総選挙委託金として７，３６２万４千円の補正で

あります。

歳出２款総務費は、衆議院議員総選挙執行経費として７，３６２万４千円の補正であ

ります。

主なものは、投票管理者・投票立会人などへの報酬として８０２万５千円、投票事務

及び開票事務等の職員の時間外手当として３，７６０万１千円、ポスター掲示場設置委

託費などの委託料が６９４万４千円となっております。
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なお、本案につきましては、予算執行上の都合により、本日の議決をお願いするもの

であります。

以上、一般会計の補正予算につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の

上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） ただいま説明がありましたように、議案第１０７号は、本日の採

決いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） 質疑なしと認めます。

議案第１０７号は総務常任委員会に付託いたします。

○議長（加藤 勲君） この際、委員会審査のため、暫時休憩いたします。

午前１１時１６分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時３５分 再 開

○議長（加藤 勲君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

○議長（加藤 勲君） 日程第１４、議案第１０７号を再び議題といたします。

本件に関し委員長の報告を求めます。総務常任委員長１０２番大山茂君。

○総務常任委員長（大山 茂君）【登壇】 本会議休憩中に審査委託となりました議案第

１０７号につきまして審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたし

ます。

本件は、来たる９月１１日に執行される衆議院議員選挙費用に係わる補正であり、歳

入歳出７，３６２万４千円の計上であります。

歳入につきましては、全額県支出金であります。

歳出の主なものにつきましては、投票管理者や投票立会人等の報酬８０２万５千円。

投開票事務等に従事する職員の時間外手当等が３，７６０万１千円。臨時職員、その他
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賃金４４６万９千円。看板代や入場券の印刷代等の需用費が６２０万２千円。入場券郵

送料その他５４８万４千円。ポスター掲示場設置委託料等６９４万４千円などでありま

す。

ポスター掲示場の数につきまして質問がありましたけれども、本衆議院の選挙にあた

りましては７５４カ所とするとの答弁がありました。

その他２、３の質問がございましたけれども、当局の説明を了としております。

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決した次第でございます。

以上でございます。

○議長（加藤 勲君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） 討論なしと認めます。

これより議案第１０７号を採決いたします。本件に対する委員長報告は、原案可決で

あります。本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第１５、議案第１０８号から日程第２４、議案第

１１７号までの１０件について、一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 補正予算書の５５ページを開いていただきたいと思

います。

各特別会計の補正予算について、ご説明申し上げます。

議案第１０８号、平成１７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

は、事業勘定と歯科診療所勘定の補正であります。

事業勘定は、他会計借入金返済金精算還付金の受け入れにより、繰越金を減額し、諸
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収入を増額する歳入の組替補正であります。

歯科診療所勘定は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１０６万１千円を追加し、補正

後の予算総額を６，８４５万円とするものであります。

歯科診療所勘定の歳入５款繰越金は、前年度繰越金として、１０６万１千円の補正で

あります。

歳出１款総務費は、一般管理事務費に１０６万１千円の補正であります。

次に、７７ページ、議案第１０９号、平成１７年度大仙市老人保健特別会計補正予算

（第１号）は、他会計借入金返済金精算還付金の受け入れにより、国県支出金を減額し、

諸収入を増額する歳入の組替補正であります。

次に、８５ページ、お願いします。

議案第１１０号、平成１７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億５，４１４万３千円を追加し、補正後の予算

総額を２９億５，９８４万２千円とするものであります。

歳入３款繰入金は、一般会計繰入金として４万３千円の補正であります。

４款市債は、密集住宅市街地整備促進事業債に１億５，４１０万円の補正であります。

歳出１款事業費は、住宅市街地総合整備事業費の都市再生住宅の用地取得費に１億

５，４１４万３千円の補正であります。

次に、１０１ページ、お願いします。

議案第１１１号、平成１７年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）は、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１２４万１千円を追加し、補正後の予算総額を１２億

６，８６９万９千円とするものであります。

歳入１款繰入金は、一般会計繰入金として１２４万１千円の補正であります。

歳出１款給食事業費は、給食センター維持管理費として１２４万１千円の補正であり

ます。

次に、１１３ページをお願いします。

議案第１１２号、平成１７年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）は、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，７３８万７千円を追加し、補正後の予算総額を２

億８，２８３万８千円とするものであります。

歳入２款繰入金は、一般会計繰入金として４３８万７千円の補正であります。

５款市債は、宅地造成事業債として１，３００万円の補正であります。
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歳出２款事業費は、新たに神岡下川原地区に宅地造成事業費として１，７３８万７千

円の補正であります。

次に、１２９ページ、お願いします。

議案第１１３号、平成１７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

歳入歳出予算の総額に、それぞれ１６３万円を追加し、補正後の予算総額を２２億

３，０４１万９千円とするものであります。

歳入６款繰越金は、前年度繰越金として１６３万円の補正であります。

歳出１款総務費は、維持管理費など一般管理費として１６３万円の補正であります。

次に１４１ページ、議案第１１４号、平成１７年度大仙市公共下水道事業特別会計補

正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ８８８万５千円を追加し、補正

後の予算総額を２７億７５２万４千円とするものであります。

歳入１款分担金及び負担金は、下水道受益者分担金として３６万円の補正であります。

４款繰入金は、一般会計繰入金として４９５万３千円の補正であります。

５款繰越金は、前年度繰越金として３５７万２千円の補正であります。

歳出１款総務費は、維持管理費及び他会計貸付金返済金精算還付金として６７９万６

千円の補正であります。

２款事業費は、単独事業費の追加により２０８万９千円の補正であります。

次に、１５７ページ、お願いします。

議案第１１５号、平成１７年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算

（第１号）は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ５８９万円を追加し、補正後の予算総

額を８，７５３万３千円とするものであります。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として３６４万４千円の減額補正であります。

６款諸収入は、他会計借入金返済金精算還付金として９５３万４千円の補正でありま

す。

歳出４款予備費は、５８９万円の補正であります。

次に１６９ページをお願いします。

議案第１１６号、平成１７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ４４３万８千円を追加し、補正後の予算総額を

２７億４，３７７万１千円とするものであります。

歳入５款繰入金は、一般会計繰入金として１，１５６万２千円の減額補正であります。
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７款諸収入は、他会計繰入金返済金精算還付金として１，６００万円の補正でありま

す。

歳出１款総務費は、処理施設修繕費等の排水維持管理費として４４３万８千円の補正

であります。

次に１８１ページをお願いします。

議案第１１７号、平成１７年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会計補

正予算（第１号）は、他会計借入金返済金精算還付金の受け入れにより繰越金を減額し、

諸収入を増額する歳入の組替補正であります。

以上、特別会計の補正予算についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第２５、議案第１１８号から議案第３２、議案第

１２５号までの８件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案集の４６ページをお開きいただきたいと思いま

す。

議案第１１８号、平成１６年度大曲市一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、ご説明申し上げます。

平成１６年度の予算執行にあたりましては、議会をはじめ市民各位のご理解とご協力

により、各事業において、概ね所期の目的を達成できましたことに対し、厚く御礼を申

し上げます。

今回ご審議いただく平成１６年度の一般会計・特別会計歳入歳出決算は、地方自治法

施行令第５条第３項及び地方自治法第２４１条第５項の規定により、大仙市監査委員の

審査をいただいたものであり、その審査結果につきましては、監査委員より提出されて

いる審査意見書のとおりでございます。

決算の内容は、お手元にお配りしております一般会計・特別会計歳入歳出決算書のと

おりであります。

今回の決算は、合併に伴う打ち切り決算という特殊なものであり、地方自治法施行令

第５条第２項の規定に基づき、出納整理期間が設定されていないことになり、旧８市町

村の消滅日である平成１７年３月２１日をもって歳入歳出決算の調整を行ったものであ
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ります。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額２２３億４，６８８万

５，８４４円、歳出総額２５２億２，５５４万６，４１２円となっており、歳入歳出差

引額は２８億７，８６６万５６８円とマイナスになっておりますが、合併に伴う年度途

中の決算から大仙市の暫定予算期間（３月２２日から３月３１日まで）に各種収入が見

込まれるため、決算時点ではマイナスとなっているものであります。

また、平成１６年度の主な事業といたしましては、駅東線街路整備事業、まちづくり

総合整備事業、四ツ屋小学校校舎改築事業、農業集落排水事業、大曲駅前第二地区土地

区画整理事業、公共下水道事業などであります。

次に、議案第１１９号、平成１６年度神岡町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額４７億３９９万３，０１８円、

歳出総額５３億４，３３４万６，３９９円となっており、歳入歳出差引額は６億

３，９３５万３，３８１円とマイナスになっておりますが、合併に伴う年度途中の決算

から、大仙市の暫定予算期間に各種収入が見込まれるため、決算時点ではマイナスと

なっているものであります。

また、１６年度の主な事業といたしましては、庁舎外構整備事業、重機購入事業、ま

ちづくり交付金事業、農業集落排水事業、公共下水道施設事業などであります。

次に、議案第１２０号、平成１６年度西仙北町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認

定について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額８１億８，００７万

３，４２４円、歳出総額８１億４，０３８万４，５５２円となっており、歳入歳出差引

額は３，９６８万８，８７２円の黒字になっております。

また、一般会計の差引額では１億５，８７６万３，３４３円とマイナスとなっており

ます。これにつきましては、合併に伴う年度途中の決算から、大仙市の暫定予算期間に

各種収入が見込まれるため、決算時点ではマイナスとなっているものであります。

また、平成１６年度の主な事業といたしましては、地方道路整備臨時交付金事業、西

仙北町民体育館建設事業、浄化槽市町村整備推進事業、強首地区簡易水道水源地施設改

良事業などであります。

次に、議案第１２１号、平成１６年度中仙町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定
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について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額８０億２，３６７万

８，４５４円、歳出総額８１億４，０９７万１，４２８円となっており、歳入歳出差引

額は１億１，７２９万２，９７４円のマイナスになっております。これについては、合

併に伴う年度途中の決算であることから、大仙市の暫定予算期間に各種収入が見込まれ

るため、決算の時点でマイナスとなっているものであります。

また、１６年度の主な事業といたしましては、農村総合整備事業、合併処理浄化槽設

置事業、まちづくり交付金事業、簡易水道整備事業、下水道整備事業などであります。

次に、議案第１２２号、平成１６年度協和町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額９１億３，４５８万

４，８７３円、歳出総額９１億２，７１７万３３０円となっており、歳入歳出差引額は

７４１万４，５４３円の黒字になっております。

また、一般会計の差引額では１億８，７１６万４，３５７円とマイナスとなっており

ます。これにつきましては、合併に伴う年度途中の決算から、大仙市の暫定予算期間に

各種収入が見込まれるため、決算の時点ではマイナスとなっているものであります。

また、１６年度の主な事業といたしましては、道の駅ふれあい交流関連事業、保育園

統合改築事業、新山村振興等農林漁業特別対策事業、特定地域公園整備事業、農業集落

排水資源統合補助事業などであります。

次に、議案第１２３号、平成１６年度南外村一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額４５億９４３万６５円、歳出

総額５３億５，９９３万２，６９１円となっており、歳入歳出差引額は８億５，０５０

万２，６２６円のマイナスになっておりますが、合併に伴う年度途中の決算から、大仙

市の暫定予算期間に各種収入が見込まれるため、決算時点ではマイナスとなつているも

のであります。

また、１６年度の主な事業といたしましては、テレビ難視聴地域解消事業、消防施設

整備事業、南外西小学校改修事業、簡易水道事業などであります。

次に、議案第１２４号、平成１６年度仙北町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。
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一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額５５億５，５６５万

２，６４２円、歳出総額５４億６，７３０万７，０３１円となっており、歳入歳出差引

額は８，８３４万５，６１１円の黒字になっております。

また、一般会計の差引額では、３２７万７，１５７円とマイナスとなっております。

これにつきましては、合併に伴う年度途中の決算であることから、大仙市の暫定予算期

間に各種収入が見込まれるため、決算時点ではマイナスとなっているものであります。

１６年度の主な事業といたしましては、南保育園建設事業、ふれあい親水公園整備事

業、地方特定道路整備事業、払田柵土地買上事業などであります。

次に、議案第１２５号、平成１６年度太田町一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額６９億５３４万１，６０１円、

歳出総額６７億３，６３１万５，７４２円となっており、歳入歳出差引額は１億

６，９０２万５，８５９円の黒字になっております。

また、特別会計の合計の差引額では２億２，７７２万８，５９０円とマイナスとなっ

ております。これにつきましては、合併に伴う年度途中の決算であることから、大仙市

の暫定予算期間に各種収入が見込まれるため、決算時点ではマイナスとなっているもの

であります。

１６年度の主な事業といたしましては、農村振興総合整備統合補助事業、地積調査事

業、大台スキー場リニューアル事業、奥羽山荘リニューアル事業、モリボの里整備事業

などであります。

以上、議案第１１８号から議案第１２５号までの８市町村の平成１６年度一般会計・

特別会計決算の概要につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご認

定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第３３、議案第１２６号及び日程第３４、議案第

１２７号の２件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案書の５４ページをお願いします。

議案第１２６号、平成１６年度仙北西部老人保健施設一部事務組合一般会計歳入歳出

決算の認定について、ご説明申し上げます。
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今回ご審議いただく平成１６年度の一般会計歳入歳出決算は、地方自治法施行令第５

条第３項の規定により大仙市監査委員の審査をいただいたものであり、その審査結果に

つきましては監査委員より提出されている審査意見書のとおりでございます。

決算の内容は、お手元にお配りしております決算書のとおりであります。

今回の決算は、合併に伴う打ち切り決算という特殊なものであり、地方自治法施行令

第５条第２項の規定に基づき出納整理期間が設定されていないことになり、構成市町村

の消滅日である平成１７年３月２１日をもって歳入歳出決算の調製を行ったものであり

ます。

一般会計の決算規模は、歳入総額３億８，９３４万６，２７９円、歳出総額４億

２，６７３万９，７９２円となっており、歳入歳出差引額は３，７３９万３，５１３円

のマイナスになっております。この不足額は、合併の事由により生じた債務であり、一

時借入金により充用しているものであります。

次に、議案第１２７号、平成１６年度仙北西部特別養護老人ホームー部事務組合一般

会計・特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。

一般会計の決算規模は、歳入総額１８６万５，２７８円、歳出総額１０２万

８，６４２円となっており、歳入歳出差引額は８３万６，６３６円の黒字であります。

福寿園特別会計は歳入総額３億８１万６，５５０円、歳出総額３億１，８９６万

４，６０３円となっており、歳入歳出差引額は１，８１４万８，０５３円のマイナスに

なっております。この不足額は、合併の事由により生じた債務であり、一時借入金によ

り充用しているものであります。

次に、愛幸園特別会計は、歳入総額３億４，４５９万７，７１３円、歳出総額３億

２，８６６万４，８９２円となっており、歳入歳出差引額は１，５９３万２，８２１円

の黒字となっております。

以上、議案第１２６号及び議案第１２７号の一部事務組合の平成１６年度一般会計・

特別会計決算の概要につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご認

定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第３５、議案第１２８号、平成１６年度市立大曲病院

事業会計決算の認定についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。高橋病院事務長。
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○病院事務長（高橋大樹君）【登壇】 それでは、議案第１２８号でございます。平成

１６年度市立大曲病院事業会計決算の認定について、ご説明を申し上げます。

はじめに、当病院事業につきましては、市町村合併がありました。そういう関係がご

ざいます。最終的には単独での事業継続という形になっております。

病院事業は一般会計からの繰入金がありますので、毎年必要最少限の繰り入れをお願

いしながら清算を行い、収支ゼロの決算ということになってきております。したがいま

して、本議案の決算におきましても、その趣旨を継続しております。年間（４月１日か

ら３月３１日まで）の決算で収支ゼロを基本とし、合併期日前に打ち切った決算であり

ます。

それでは、平成１６年度決算についてご説明を申し上げます。

最初に、病院利用状況についてでありますが、入院延べ患者数は３７，６５２人で、

一日平均では１１３人となっております。また、外来延べ患者数は１０，９１２人で、

一日平均では４９人という結果になっております。

次に、決算の状況についてでありますが、収益的収入及び支出の決算額は、病院事業

収益が７億６，４４０万８，６６９円で、病院事業費用が７億９，１４０万５，６４４

円でございます。収支差引額が２，６９９万６，９７５円と、この時点では赤字の決算

という形になっております。

病院事業収益の内訳につきましては、医業収益が５億６，７７３万８，４９５円、こ

の内訳は、入院収益が４億７，７３１万２，３３４円、外来収益が８，８６０万

９，７１１円、その他の医業収益が１８１万６，４５０円となっております。

また、医業外収益は１億９，６６７万１７４円でありまして、このうち一般会計から

お願いしております負担金は１億９，５８７万８，８８０円で、通年１年間分の中では

平成１６年度予算に比較しますと３，６５５万４，１２０円の減少ということになって

おりまして、この額につきましては、一般会計に５月時点で戻し入れをしております。

そういう結果になっております。

次に、病院事業費用でありますけれども、医業費用は７億２，８２０万５，８４８円

で、この内訳は、職員人件費分の給与費が４億５，９７６万５０６円、薬品費などの材

料費が７，２１１万５，１１５円、委託料などの経費が１億１，３８６万７，５４０円、

減価償却費が８，１２２万２，２４１円、医師・看護師などの研究研修費が１２４万

４４６円というふうになっております。
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また、医業外費用につきましては６，３１９万９，７９６円で、内訳は企業債の支払

利息６，３１５万１５８円、雑損失４万９，６３８円となっております。

次に、資本的収入及び支出の決算額についてでありますが、資本的収入につきまして

は、収入が無くゼロでございます。資本的支出につきましては、６，４５２万５５２円

で、この内訳は建設改良費として公衆電話の引き払いに伴い、施設備品として１基分の

取付費用１１万７，１８０円、企業債元金償還金として３件分でございます６，４４０

万３，３７２円となっております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額６，４５２万５５２円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金から全額補てんをいたしております。

以上で、平成１６年度市立大曲病院事業会計決算についてご説明申し上げましたが、

よろしくご審議をいただきますよう、認定賜りますよう、併せてお願いを申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第３６、議案第１２９号、平成１６年度大曲市水道事業

会計決算の認定についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。田口水道局長。

○水道局長（田口良邦君）【登壇】 議案第１２９号、平成１６年度大曲市水道事業会計

決算の認定について、ご説明申し上げます。

地方自治法施行令第５条第３項の規定により、平成１６年度大仙市水道事業会計決算

を別紙監査委員の意見を付けて、議会の認定をお願いするものであります。これは、公

営企業法第３０条第２項の規定により大曲市監査委員の審査を経たもので、決算の状況

につきましては、お手元に配布の決算書の決算報告並びに財務諸表、その他付属書類の

とおりでございますが、その概要についてご説明申し上げます。

決算書の方をご覧いただきたいと思います。

はじめに１ページの収益的収入及び支出についてでございますが、収入の水道事業収

益は決算額８億１２４万８，８７８円となっております。このうち、給水収益などの営

業収益につきましては８億９４万３，７５８円、営業外収益３０万５，１２０円なって

おります。

支出の事業費用は、決算額５億８，５８６万６，２４８円となっております。

事業費用の内訳は、原水及び浄水費などの営業費用として４億８，２５８万

１，３９７円、企業債利息などの営業外費用は１億３１１万９０１円、特別損失１７万
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３，９５０円となっております。

この結果、消費税を含めない収益的収入及び支出におきましては、２億７３万

５，７９円の純利益となっております。

次に、２ページの資本的収入及び支出についてでありますが、収入額が２億

３，９３６万９，０７９円、支出額は５億７，２２７万５，９２８円で、差し引き３億

３，２９０万６，８４９円の財源不足額を生じましたので、この不足分を減債積立金

８，２７４万４８９円、過年度分損益勘定留保資金５，１７７万６，０８３円、当年度

分損益勘定留保資金１億８，４０３万５，８２４円、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額１，４３５万４，４５３円で補てんをしております。

収入につきましては、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に関連した配水管移設工事

などの工事負担金７，７３０万３，０７９円、消火栓設置に伴う一般会計からの負担金

３０６万６千円及び企業債は１億４，０００万円、国庫補助金は１，９００万円であり

ます。

支出につきましては、工事請負費等の建設改良費が４億１６０万９，８４０円であり

ます。

主なものとしましては、配水管布設工事としまして飯田字堰東地内ほか９カ所で延長

４，７７８ｍ、改良工事は大曲字古四王際地内ほか７カ所と石綿セメント管更新事業と

して大花町地内ほかを実施しております。

消火栓設置工事は、新設２基、移設２基を実施しております。

企業債償還金につきましては、１億７，０６６万６，０８８円の元金償還金でありま

す。

次に、資料の１０ページをお願いしたいと思います。

事業報告書の（１）総括事項の給水状況でありますが、給水人口は３２，３８３人で、

計画給水人口３５，０００人に対する普及率は９２．５％であります。

また、総配水量は４，１９７，８１１㎥で、一日平均配水量は１１，８２５㎥であり

ます。

以上、決算の概要について申し上げましたが、今後とも効率的な運営を図り、安全な

水道水の安定供給を図ってまいりますので、議員各位のご指導を賜りますようお願い申

し上げますとともに、よろしくご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（加藤 勲君） 次に、日程第３７、議案第１３０号、平成１６年度大仙市一般会

計・特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米総務部長。

○総務部長（久米正雄君）【登壇】 議案書の５８ページでございます。

議案第１３０号、平成１６年度大仙市一般会計・特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、ご説明申し上げます。

今回ご審議いただく平成１６年度の一般会計・特別会計歳入歳出決算は、地方自治法

第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、大仙市監査委員の審査をいただ

いたものであり、その審査結果につきましては監査委員より提出されている審査意見書

のとおりでございます。

決算の内容は、お手元にお配りしております一般会計・特別会計歳入歳出決算書のと

おりであります。

今回の決算は、平成１７年３月２２日に８市町村が合併し、大仙市として最初の決算

でありますが、実質は平成１６年度打ち切り決算後の平成１７年３月２２日から平成

１７年３月３１日までの１０日間分の決算として、歳入歳出決算の調製を行ったもので

あります。

一般会計及び各特別会計の合計の決算規模は、歳入総額２３８億５，２１６万

７，６０８円、歳出総額２１６億９，４２３万６，４８３円となっており、歳入歳出差

引額は２１億５，７９３万１，１２５円の黒字でありますが、この決算額のうちには各

会計相互間の繰入額、繰出額が含まれておりますので、これを控除した純計決算額は、

歳入２３０億３，６１２万５４６円、歳出２０８億７，８１８万９，４２１円となって

おり、歳入歳出差引額は２１億５，７９３万１，１２５円であります。

また、翌年度への繰越財源を控除した実質収支額は２０億４，８５５万９，４２５円

であります。

次に、一般会計の歳入の財源別構成比でありますが、年間を通した８市町村の合算数

値での状況では、市税などの自主財源が３９．１％、地方交付税、国・県支出金、市債

などの依存財源が６０．９％となっております。

次に、普通会計ベースにおける財政状況についてでありますが、経常収支比率は

９８．４％で、８市町村の前年度合算数値より９．５ポイント上昇しており、異常に高

い数値となっております。これは、臨時財政対策債などの歳入一般財源の減や歳出経常
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一般財源の増によるものであります。

公債費比率は１５．５％で、８市町村の前年度合算数値より０．６ポイント増加して

おり、また起債制限比率は９．２％で、前年度より０．１％増加しております。

市債現在高は、一般会計・各特別会計の合計の平成１６年度末残高は９８８億

１，１４０万３千円で、８市町村の前年度合算数値より３．３％の増、額にして３１億

６，９６２万５千円の増となっております。

以上、平成１６年度大仙市一般会計・特別会計決算の概要につきましてご説明申し上

げましたが、よろしくご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第３８、決算特別委員会の設置についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。議案第１１８号から議案第１３０号までの１３件について、それ

ぞれ平成１６年度歳入歳出決算の認定審査のため、決算特別委員会を設置いたしたいと

思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、本１３件の審査については、決

算特別委員会を設置することに決しました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決算特別委員会の構成については、旧８

市町村分決算審査の８分科会及び大仙市暫定分決算審査の合計９分科会をもって構成い

たしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、決算特別委員会の構成は、９分

科会をもって構成することに決しました。

この際、資料配布のため、暫時休憩いたします。

午後１２時２６分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後１２時２８分 再 開

○議長（加藤 勲君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

お諮りいたします。ただいま設置されました決算特別委員会分科会の委員選任につき

ましては、委員会条例第８条第１項の規定により、別紙お手元に配布の決算特別委員会
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分科会委員選任一覧表のとおり、それぞれ指名いたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしましたそれ

ぞれの諸君を決算特別委員会分科会の委員に選任することに決しました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員長、副委員長の選

任については、議長において指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決

しました。

ただいま決算特別委員会の委員長に７番佐々木昌志君、同じく副委員長に５６番熊澤

龍雄君を指名いたしたいと思います。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました両君を、決算特別委員会

の委員長、副委員長に選任することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました両君を決

算特別委員会の委員長、副委員長に選任することに決しました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決算特別委員会の分科会委員長及び副委

員長の選任につきましては、議長において指名いたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決

しました。

第１分科会委員長に５６番熊澤龍雄君、同副委員長に７４番大坂猛夫君、第２分科会

委員長に６番今野鴻業君、同副委員長に９４番今野篤君、第３分科会委員長に９６番後

藤昌伸君、同副委員長に６２番三浦泰治君、第４分科会委員長に４５番千葉友悦君、同

副委員長に６４番鈴木静男君、第５分科会委員長に１２番進藤聆爾君、同副委員長に

１０１番茂木隆君、第６分科会委員長に１０７番佐藤清吉君、同副委員長に１７番菊地

喜代司君、第７分科会委員長に３１番佐々木秀治君、同副委員長に１３２番斉藤幸巳君、

第８分科会委員長に１０５番門脇茂雄君、同副委員長に８７番小松悦歩君、第９分科会
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委員長に７番佐々木昌志君、同副委員長に６３番高橋篤朗君の１８名を指名いたしたい

と思います。

お諮りいたします。ただいま議長において指名いたしました１８名の諸君を、決算特

別委員会の分科会委員長及び副委員長に選任することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（加藤 勲君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました１８

人の諸君を決算特別委員会の分科会委員長及び副委員長に選任することに決しました。

○議長（加藤 勲君） 次に、日程第３９、議案第１３１号、平成１６年度市立大曲病院

事業会計決算の認定についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。高橋病院事務長。

○病院事務長（高橋大樹君）【登壇】 それでは、議案第１３１号、平成１６年度市立大

曲病院事業会計決算の認定について、ご説明を申し上げます。

最初に、当事業の期間は３月２２日から年度末までの１０日間でありますが、先の議

案説明でも申し上げましたとおり、合併後も市立大曲病院としての単独の事業継続とい

う形になっております。１６年度の１年間での収支ゼロの決算を見据えた中で、年度末

１０日間の決算でございます。

それでは、病院の利用状況について説明申し上げます。

入院延べ患者数ですけれども３，４８０人で、一日平均では１１２．３人となってお

ります。また、外来延べ患者数は１，０９７人で、一日平均では４９．９人となってお

ります。

次に、決算の状況について申し上げます。

収益的収入及び支出の決算額は、病院事業収益が５，３５１万５，１５２円、病院事

業費用が２，６５１万８，１７７円で、収支差し引き２，６９９万６，９７５円の、こ

こでは黒字決算ということになっております。

病院事業収益の内訳につきましては、医業収益が５，３４９万８，９４０円、その内

訳は、入院収益が４，４１４万９，００９円、外来収益が９２９万８１円、その他医業

収益が５万９，８５０円という内訳になっております。

また、医業外収益は１万６，２１２円、これは公衆電話使用料等のその他医業外収益

でございます。
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次に、病院事業費用でございますけれども、医業費用は２，６５１万５，００９円で、

この内訳は、職員人件費の給与費が４５５万６，３３９円、医薬品費などの材料費が

４９３万８，９１１円、委託料などの経費が１，６９４万７６１円、医師・看護師など

の専門書購入の研究研修費が７万８，９９８円、このようになっております。

また、医業外費用につきましては、雑損失の３，１６８円であります。

以上、平成１６年度市立大曲病院事業会計決算についてご説明申し上げましたが、よ

ろしくご審議の上、認定賜りますようお願いを申し上げます。

○議長（加藤 勲君） 次に日程第４０、議案第１３２号、平成１６年度大仙市上水道事

業会計決算の認定についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。田口水道局長。

○水道局長（田口良邦君）【登壇】 議案第１３２号、平成１６年度大仙市上水道事業会

計決算の認定について、ご説明申し上げます。

これは、地方公営企業法第３０条第２項の規定により大仙市監査委員の審査を経たも

ので、同条第４項の規定により議会の認定をお願いするものであります。

決算の状況につきましては、お手元に配布の決算書の決算報告並びに財務諸表、その

他付属書類のとおりでありますが、その概要についてご説明申し上げます。

決算書の１ページをご覧いただきたいと思います。

１ページの収益的収入及び支出についてでありますが、事業収益は、決算額１万

５，３１０円となっております。

事業収益の内訳は、給水収益であります。事業費用は、２，３０７万４，６２３円と

なっており、内訳につきましては、原水及び浄水費などの営業費用は５７２万

８，０１６円、企業債利息の営業外費用１，７２７万６，２２７円、特別損失が７万

３８０円となっております。

この結果、収益的収入及び支出におきましては、２，３０５万９，３１３円の純損失

となっておりますが、この損失につきましては繰越利益剰余金で補てんしております。

また、平成１６年度、年間トータルの収益的収入及び支出におきましては、１億

７，７６７万５，７６６円の純利益となるものでございます。

次に、２ページの資本的収入及び支出についてでありますが、収入額はありませんが、

支出額１，７２６万４，６７１円でありますので、この支出額不足分を減債積立金



- 43 -

１，７２５万９，５１１円、当年度分損益勘定留保資金５，１６０円で補てんをしてお

ります。

支出の主なものは、企業債償還金が１，７２５万９，５１１円であります。

以上、決算の概要について申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご認定賜ります

ようお願い申し上げます。

○議長（加藤 勲君） これにて本日の日程は、全て終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、明日、本会議第２日を定刻に開議いたします。

散会いたします。

ご苦労さまでございました。

午後１２時４１分 散 会
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